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 論文審査の結果の要旨
 荒生公雄提出の論文は,太陽周辺の諸特性を従来にない厳密な手法で理論的に研究したものであ
 る。すなわち同君は,混濁大気中での太陽周辺光の特性を明らかにするために,従来無視されてき
 た太陽放射の大気中での多重散乱過程を厳密に考慮にいれて,可視および近赤外の11波長について
 放射伝達方程式の厳密解を求めた。太陽周辺光の原因となっている大気中の浮遊微粒子(エーロゾ
 ル)については粒径分布を3種類,複素屈折率を2種類,それぞれ現実的なものを設定し,4っの
 大気の混濁状態について計算を行った。この計算にはMaLrixmethodを用い,一次散乱と
 多重散乱とを分離することにより計算時間を大幅に節約できた。その結果より次のようなことを明
 らかにした。
 (1)従来の一次散乱近似法による周辺光の強度は大気が混濁し波長が短くなるほど過小評価となり,
 散乱角が6。付近でも可視域では5～15%程度厳密解より小さくなる。
 (2)吸収性エーロゾルと非吸収性エーロゾルによる太陽周辺光を比較し,太陽近傍では一次散乱が
 卓越しているためにその差は小さいが,散乱角が大きくなるにつれて差が拡大する。これは周辺光
 の観測により複素屈折率の虚数部の値を評価することの可能性を示唆している。
 (3)太陽周辺の色度の変化は粒径分布に大きく依存し,複素屈折率によらない。また,散乱角1.6。
 付近で白色を帯びるのは散乱の回折ビ。一クのスロープが相対的に波長によって異なるためである。
 (4)太陽周辺光が直達日射量に寄与する割合は混濁するにつれて大きくなるが,特に短波長側で著
 しく,比較的開口角の大きい全波長型直達日射計でフィルターにより短波長側のみを測定するよう
 な場合には注意を要する。
 (5)全波長直達日射に対する全波長周辺光の寄与は混濁しても1～2%程度で,大気混濁係数の評
 価に及ぼす影響は比較的小さい。
 (6)これまでの実測結果と直接的に比較することはいくつかの面で難点があるが,全体として示唆
 に富んだ内容を含んでいる。周辺光が大気エーロゾルの物理的諸特性に関する良質の情報源である
 ことも一層明らカ〉になった。
 これらの成果は,気象学に貢献するところ大きく,また同君が独立して研究を行うために必要な
 高度の学識と研究能力を有することを示すものである。よって理学博士の学位論文として合格と認
 めた。
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